予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名: 地域の魅力向上応援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　商工労働部　観光課　まちづくり支援・移住定住係　電話番号：058-272-1111（内2436）
　　　　　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,229千円（前年度予算額：2,600千円）
	要求内容


	１　要求の内容


（１）まちづくり支援チーム・ふるさと応援チーム派遣事業
市町村と地域住民が一緒になって進める自立と連携によるまちづくりを支援するため、市町村の依頼により、県の若手職員等で構成する支援チーム（１チーム３～６名）を派遣する。

	種　　類
	まちづくり支援チーム
	ふるさと応援チーム

	支援内容

	まちなかのにぎわいづくり、景観整備等
に対する支援を行い、観光客を誘引する
仕組みや地域資源の再生を支援
	集落の維持・再生、活力創出に向けた支援

を行い、住民の元気づくりや地域資源の創出を支援

	対象地域

	宿場町、門前町、産業集積地などの地域
の中心部
	過疎、山村地域などの農村部（いわゆる条

件不利地）


　　※派遣地域の決定は、当該市町村の派遣依頼を岐阜県飛騨・美濃じまん運動推進本部で審議し、

決定する。

（２）まちづくり相談・アドバイザー派遣事業

外部有識者をまちづくりアドバイザーとして上記の支援チーム派遣地域などに派遣する。
	２　所要経費


（１）まちづくり支援チーム・ふるさと応援チーム派遣事業

・旅費　903千円、消耗品　120千円、通信運搬費　35千円、使用料64千円
（２）まちづくり相談（説明会）・アドバイザー派遣事業
・報償費 712千円、旅費 287千円、消耗品費 88千円、通信運搬費 20千円、
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	2,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,600

	要求額
	2,229
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,229

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
訪れたいと思える地域をつくるために、地域資源を徹底的に掘り起こし、見て、体験できるような形に磨き上げるためのまちづくりを支援し、同時にふるさとへの誇りづくりにつなげます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	まちづくり支援チーム派遣地域数
	0地域
（H18）
	2地域
（H19）
	6地域
（H21）
	10地域
（H23）
	15地域
（H25）
	66.7％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

土岐市駄知地区、御嵩町御嶽宿地区、郡上市明宝地区、関市板取地区、関市上之保地区、土岐市土岐津町高山地区で、随時チーム派遣活動を実施している。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

まちづくり支援・ふるさと応援チーム、市町村及び地域住民が一緒になって進めた連携と自立のまちづくりが地域の誇りの回復と住民の元気づくりに繋がった。

住民自らの手による景観修景活動やイベント開催は、目に見える成果だけでなく、住民の地域への愛着、まちづくり活動への参加意欲を向上させた。
御嵩町でまちづくりとして新たな郷土食「みたけ華ずし」の普及に取り組む「みたけ華ずしの会」が第６回産業観光まちづくり大賞・特別賞を受賞。

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	中心市街地の衰退、高齢化、少子化、農山村部の過疎化が進む中、このような危機的状況を自分たちの手でなんとかしていこうとするまちづくり活動の機運が高まっており、県の積極的な関与が求められている。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	まちづくり支援チームの派遣等を通じ、県内各地域でまちづくり活動の活性化に寄与している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	地域の実情に応じてまちづくり支援チーム員を追加する等、柔軟に最適化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　チーム派遣地域など先進的な取組みを県下全域に拡大するとともに、継続的なまちづくり活動のために地域資源を活かした経済的循環の創設とまちづくり団体のネットワーク化に対する支援が必要。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　まちづくり支援フォローアップ情報発信事業で作成したまちづくり活動の映像コンテンツやノウハウを広く情報発信するとともに、引き続き食による地域おこし活動に対する支援を行う。また、まちづくり団体のネットワークづくりのため、研修会や交流会を開催する。


